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一
　多嚢胞性卵巣症候群 （以下 PCOS ）に対する排卵誘発法の第 1選択 は，クロ ミ フ ェ ン

療法 であ る，しか しなが ら，ウ ロミ フ ェ ン 療法 で は 、 30〜 40％と高率 に無効例が あるこ

とが知られ て い る．無 効例に 対す る 治療法 と して ．hMG 、　hCG 製剤を用い た ゴナ ドトロ

ビン療法があるが、本療法の 場合，最近種 々 の 工夫 が計 られた にもかかわらず、多胎妊娠

や，卵巣過剰刺激症候群 （以下 OHSS ）の 頻度が高 く，コナ ドトロ ビン の 注射や卵胞発

育モ ニ タ
ー

のため に頻回の 外来受診が必要となる．以前行われて い た卵巣楔状切除術も有

用な排卵誘発法であるが ，外科手術とい う侵襲があ り，術後卵 簷周囲癒着の 可能性 もある，

そ こ で ，PCOS に対す る卵 巣の 電気焼灼や レー
ザ

ー
蒸散な どの 腹腔鏡下手術が，卵巣楔

状切除術 に代わる排卵誘発法として脚光を浴びてきた ．

　今回　我 々 は PCOS に対する卵巣の腹腔鏡下手術の 排 卵誘発 ・妊娠 に つ いて の 成績，

OHSS と多胎妊娠 を含 めた 合併 症，手術後の ゴナ ドト〔コ ピン療法に対す る影 饗につ いて

検討 した，さらに排卵誘発機 序につ い て も内分泌学的 に検討を加えた，

へ

　 1，対象患者

　ウ ロ ミ フ ェ ン によ っ て 排 卵 しな か っ た

23症 例と，ク 0 ミ フ ェ ンで 排 卵す る も，

数 周期で 妊娠 に い た らなか っ た 7 症例 ，

計 30症例の PCOS 患者を対象とした （表

D ，PCOS の 診 断 は、　 PCOS 診 断 基 準

（日産婦 、 1993）すなわ ち、月経異 常，LH

の 基礎 分泌 値高 値，FSH の 正 常範囲，超

音波断層検蛮で 多数の 卵胞の 霎胞状変化を

伴うことに拠 っ た ，

　2，手術方法

　腹腔 鎭 下 に 卵 巣 固 有 靭 帯 を 把 持 し、

（表 1）対象愚者のまとめ （30例）

・年齢 （歳〉

・
身長 （cm ）
・
体重 （kg）
・
不妊歴 （年）

・ゴナ ド トD ピン

覈法の治療歴
・OHSS の 既往歴
・
血中ホル モ ン 墓礎 體

　 LH
　 FSH

L ＿壟 ・t… ne

28．5 ± 3．5
158．3 ± a箋．4
54，0 ± 11．4

　 38 ± 2．9
　 2↑倒

13ew

15．5 士 72 　　（miu／mi）
8．8 ：と3．6　（m ［U／「国）

0．92 士 0．42　（ng ／mi）

（

unipoiar の 凝 固電流を通電 し卵巣被膜を貫通させ焼灼するが ，レーザ ービー
ム で卵 巣被

膜 を蒸散 した ．排卵率をよくするために できるだけ多 くの 孔を形成 した．

　 3．内分泌学的検討方法

　上記 30名の うち 9名の 患者よ りそ の 同意の もと に，術前，術後 6日間および手術纔 初

回 月経 後の 卵 胞 期初期 に 採 血 し，［田中 LH 、FSH ，TestOste 厂one 、　A ∩drostenedbne 、
Estradlolを RIA で測定 した ，
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（表 2）腹腔鏡下手術後の 転帰
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　 1 術後の排卵牽　妊娠牽

　手術前に クロ ミ フ ェ ンて 排卯かあ っ

た 7 例は　手 術 後 全 例 に 自e「排 卵 か

起 こ り　そ の うち 2 例 に 妊 娠 か 成 立

した 　術前 にはク ロミフ エ ン （ 排卵 し

なか っ た 23症 例 て も　手術 後 19例 に

自 鉄 排 卵 か 起 こ り　 6例 に妊娠か 成

立 した 　したか っ て 腹腔鏡下手術によ

る排 卵率 は　867 ％　妊 娠覃は　267

％てあ っ た

　排 卵 例 て は 　術後 15日前後 よ り排

卵 か み られ 排 卯症 例の 50％以 上 は

術 後30日 以 内 に排 卵 かみ られ 90％

以 上 の 症 例て 術後45日以内 に排卵 か

起 こ っ た 　したか っ て 　PCOS に 対

す る腹 腔鏡下手術を行 っ た後　自琳排

卵 か 起 こ るか否 か は　術 後 1カ 月 半

位 て 判定 す るの か 麦 当 と 考え られ た

（図 1）

　 2

　 手術 後 の 妊 娠例 は

（図 1 ）手術後日数 と累積 自然排 卵率

（表 3）手術前後 て の OHSS 発 生数の 比較

　　 　くゴナ トトロ ピン療法施行 12例）

勢

議 蜘 ＿
　 　 建陥 島解臨

  論 騰靉 ・ 3　　　 3 ＊

　　　　 6

覧戮鸞 蠶。
3　 　 　 3　 　 　 　 　 6

鑿難 鹸購蠡 6　 　 　 6　 　 　 　 　 12
＊ 3 例とも 術後 ゴナ トトロ ヒ ノ 療法 て 妊 娠

各 症例 こ との 術後 の 排卵およひ 妊娠に つ いて の 成績 （表 2 ）

　　　　　　　 3G例中 8例 （267 ％ ）て あ り　手術 後 23 周 期以 内 C の 妊 娠 例か

N 工工　Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Obstetrlos 　and 　 Gyneoology

「丶
一252 ［産婦誌 50巻 9 号

多か っ た，また術後排卵する も妊娠に

い たらなか っ た例で みると，腹腔鏡下

手術の 排卵効果 は 10周 期 にわ た っ て

み られる例が ある
一

方 で、排 卵が 2，

3 周期 しかみ られない例もあ っ た．

　 3，腹腔鏡下 手術後の 合 併症

　腹腔鏡下手術後の 排卵例で は、全例

で OHSS の 発生 はみ られ す，妊娠例

は衾例単胎であり、妊娠初期の 流産も

み られなか っ た，

　 4　手術の ゴナ ドトロ ビン療法 に 対

す る影響

　手術前後 に ゴナ ド トロ ピン 療 法 を

行 っ た症 例が 12例 あ っ た が、手 術 前

後 で ゴ ナ ド トロ ビ ン 療 法 に よ る

OHSS の 発生頻度に は差が 認 め られ

なか っ た （表 3＞．しか しなが ら術 前

に は OHSS が 起 こ ら ず、術 後 に

OHSS が 起こ っ た 3症 例 はい ずれ も
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（図 2）腹腔鏡下電気焼炮後の ホルモン変動

術後 ゴナ ドトロ ピン療法 による妊娠例で あ っ た，したが っ て 、妊娠が手術後 の OHSS 発

生 に影響を与え て
’
い るとい う可能性 も考え られた，

　ゴナ ドトロ ピン療法時に、排 卵に必要な hMG 量を手術前後で比較 したとこ ろ ，10例中

6症例で hMG 必要量の 減少を認め．全体 6 の 平均必要 量 も，術 前の 1200ep位 か ら術後
の 900犖位へ と減少傾向が認め られた．

　5　内分 泌学的検奮

　LH は術後一過性に上昇がみられ た後 に，元 の 値に 復し，初 回屠経後の 卵胞期初期に は

そ の値は育意 に減少 した．FSH の 変動は少な い もの の 術後 1日， 2 日目 にの み 青意な上

昇が認め られた （図 2 ）
層

　TestosterOne（T）値と Androstenedione （A ）埴は，両者 ともに 術後 lB 目よ り

育慧な減少がみ られ，初回月経後 も低値 を持続 した，Estradiol　 （E？）僊は術後有意な 変

動はなか っ た （図 2）
±

，

　術 後，月 経 周 期 回 復 後 に み られ た 血 中 LH の 減 少 と 血 中 Testosterone ，Andros −

tenedione の すみ やかな減少とい うホル モ ン環境の 正 常化が ，排卵周期の 回復 と妊娠の

成立 に寄与している と考えられた．

’へ

一
　我々 の 成績を含め，腹腔鏡下手術とゴナ ドトロ ピン療法に よる排 卵率、妊娠率 は同等で

あると報告されている
⊇ ，PCOS に対する腹腔鏡下手術とゴナ ドト［］ピン療法の 長所 と短

所を比較す ると、腹腔鏡下手術の 長所は，術後かな りの 周期の 自然 排卵が期待できること

があ げられ る．また，OHSS や 多胎 妊娠が 起 こ りにくく、流産率も低 いとい う長所があ

る．さらに外来受診回 数もゴナ ドトロ ピン療法に比べ 少なくてすむ ，しか しなが ら，短 所
ぱ 腹腔鏡下手術が外 科的 処置で あ り，術後の 卵巣卵 管周囲の 癒着の 可 能性もある

3’，−

E ．ゴナ ドトロ ピン療法で は外科的処置の 必 要性がないという長所があるものの，OHSS
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や 多胎 妊娠 とい う副作用が あ り，また ，流 産率も高 く、外来受 診回数 も多 くなるとい う短

所があ る，また排卵誘発効果 は，一周期の み とな る．

　以上から，PCOS の 排卵誘発 法 と して はクロ ミ フ ェ ン 療法が第一
選択で あり、ク｛コミ

フ ェ ン 単独 で 排卵が起 こ らなければ、プロ モ ク リプチ ンあるい はプ レ ドニ ゾロ ンを併用す

る，さらに，クロ ミ フ ェ ンやそ の バ リエ
ー

シ ョ ン療法無効例に、腹腔鏡下 手術かゴナ ドト

ロ ピン 療法いずれを選択すべ きか は、議論の あ ると こ ろで あるが、現在の とこ ろ 、両 治 療

法の 長所、短所を客観 的に十分説明 しC 、イ ンフ ォ
ーム ドコ ンセン トの もと に，患者 に治

療法の 選択 を委ねるこ とが望 ましい と考え られる，

（
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